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平成28年度ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得助成事業実施結果状況報告書（平成27年度実績）

助成事業に関する実施状況について、下記のとおり報告します。

記

１．　助　成　年　度　　　　　　　　年度

２．　ＪＩＳ Ｑ ９１００取得助成事業実施結果状況報告書　・・・　別紙のとおり

（注）
この報告書等（別紙）は、助成金を受けた年度の翌年度の実績から５年間必ず提出してください。

別紙

実施結果状況報告書

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

標記助成事業の完了年度から、〔　　年〕を経過しましたので、その間の実績について下記のとおり報告します。

記

1 企業概要

	担当者名
	

	担当者　ＴＥＬ
	

	担当者　Ｅ-MAIL
	

	業種
	□製造業　　　□卸売業　　　□小売業　　　□サービス業

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	主要製品
	

	従業員数
	名
	内JIS Q 9100対象従業員数
	名

	JIS Q 9100対象
事 業 所 名
	


2  内部監査員について

　　　助成事業による養成人数　（内退職者数）････　　　　名（　　　　　名）

3 ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得の動機について（複数回答可）

1. 既存取引先から具体的な要請があった

2. 今後、航空宇宙産業に参入するため

3. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4 ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得の感想はどうですか。


１.　大変良かった　　　　　　２.　良かった　　　　　　３.　普通

４.　やや期待はずれであった　　　　５.　期待した成果は得られなかった

5 取得するにあたって苦労したことは何ですか。（複数回答可）

1. 経費が予想以上にかかった

2. 社員等の意識改革や仕事のやり方を変えさせること

3. 品質マニュアルや規定、手順書の作成に時間を要したこと

4. 審査機関との対応に時間を要したこと

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得後のメリットについて(複数回答可)

1. 標準化が進んだ、記録の整備ができた、作業手順が明確になった

2. 品質向上、技術力アップ、クレームの減少
3. 社員の品質に対する意識向上、社員のモラルアップ
4. 取引先との信頼度向上、自社のイメージアップ

5. 取引先の拡大、他社との差別化
6. 責任体制の明確化（役割分担の明確化）

7. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7 ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得後のデメリットについて（複数回答可）

1. 事務量の増加

2. 業務が複雑になった、人手がかかる

3. 認証資格維持のためのコストがかかる

4. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
8 更新について

更新における問題点

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9 ＪＩＳ Ｑ ９１００以外のＱＭＳ取得状況（複数回答可）
1. ＩＳＯ９００１

2. ＩＳＯ１４００１

3. Ｎａｄｃａｐ（　　　　　　　　　工程）

4. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10 ＪＩＳ Ｑ ９１００認証取得後の課題等

